
11 
№ 709

2018
YachiyoYachiyo広報やちよ

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
。

八
千
代
の
白
菜
で
キ
ム
チ
鍋

№ 709№ 709
20182201820182018

広報やちよ

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
。

八
千
代
の

八
千
代
の
白
菜
白
菜
で
キ
ム
チ
鍋

で
キ
ム
チ
鍋

主な内容主な内容
◎まちの話題◎まちの話題
　　　・・・８ページ　　　・・・８ページ

◎議会だより◎議会だより
　　　・・・１４～２０ページ　　　・・・１４～２０ページ

◎農業委員会だより◎農業委員会だより
　　　・・・２１～２３ページ　　　・・・２１～２３ページ

写真：町観光大使の山口めろんさん写真：町観光大使の山口めろんさん
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八千代町

八千代町が誇る「日本一」
皆さん、どれぐらいご存知ですか？
役場の担当職員が、素朴な疑問にお答えします。

生産量日本一！！

くどいようですが・・・

は 白菜

Ｑ１　「日本一」ってどれぐらい？
八千代町では、９月下旬から３月まで秋冬白菜、３月から６月まで春白菜の
収穫・出荷が行われています。どちらも次の表のとおり生産量日本一です。
〇秋冬はくさい収穫量
順位 都道府県市町村 データ
　1 八千代町 ５０，６００
　2 結城市 ４０，４００
　3 古河市 ２０，２００
　4 南あわじ市（兵庫県）１２，９００
　5 常総市 １２，７００
　6 曽於市（鹿児島県） １１，１００
　7 坂東市 １０，６００
　8 豊橋市（愛知県） 　８，４８０
　9 下妻市 　７，３４０
  10 瀬戸内市（岡山県） 　７，２６０

（単位：ｔ） 〇春はくさい収穫量
順位 都道府県市町村 データ
　1 八千代町 １４，８００
　2 島原市（長崎県） １２，３００
　3 坂東市 　７，９２０
　4 結城市 　７，３３０
　5 佐久市（長野県） 　５，０４０
　6 南牧村（長野県） 　４，６３０
　7 小海町（長野県） 　４，１６０
　8 小諸市（長野県） 　３，７２０
　9 川上村（長野県） 　１，０９０
  10 一宮市（愛知県） 　　  ８９１

（単位：ｔ）

産業振興課
　農業振興係　鈴木

（資料：2015 年農林業センサス）
Ｑ２　白菜って栄養あるの？

（資料：2015 年農林業センサス）

　約 90％が水分ですが、食物繊維やビタミンＣ、
カリウムなどが豊富に含まれており、便秘の改善
や大腸がん予防の効果が期待できます。栄養価が
高いため養生三宝（白菜、大根、豆腐）の一つと
して、精進料理に欠かすことができない野菜とし
ても昔から重宝されてきました。
　また、100 ｇあたり 12カロリーと低カロリー
なのでダイエット向きの食材といえます。

Ｑ３　どんな料理がおすすめ？
　これから出荷最盛期を迎える秋冬白菜は、定番
ですがスープ料理や鍋料理で。
　３月以後に収穫される春白菜は、葉が柔らかく
て甘みがあり、みずみずしいのが特徴。漬け物や
サラダがおすすめです。

町では、「白菜プロジェクト」の一環として、白菜キムチ鍋

や白菜メンチカツを推進しています

Ｑ４　選び方は？

◇プロジェクト協力店 ◇イベント等でＰＲ活動を実施

「茨城を食べよう収穫祭」
10 月 13 日～ 14 日、常陸太田市

【問い合わせ】産業振興課農業振興係（内線２２３０）

葉がしっかりと
巻いている

葉がうすく柔らかい

固くしまっていて重い
芯に黒い斑点がない

中心の部分
切り口が白くて
みずみずしい

カットの断面
が平ら

または

「るるぶ八千代町」掲載

るるぶ
町ホームページで

と検索してください

Ｑ５　保存の仕方は？
　寝かせると重みで葉がいたむので立てて
保存。カットしたものは、日持ちが悪いの
でラップに包み、冷蔵庫で保存し、早めに
使い切りましょう。
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みんなで作りましょう！

申請の仕方は４つの方法があります

  申請してから１カ月ほどで案内文書が届きます。
  案内文書と身分証（運転免許証等）を持って戸籍住民課窓口にお越しください。
  受け取りはご本人にお願いします。

「作り方がわからない」「ちょっと面倒」などと思っている方いませんか？
作り方は簡単です。役場の担当職員がご案内しますので、この機会にマイナンバーカードを作りましょう。

〇専用の申請書（通知カードについている申請書）
　※申請書が無い方は戸籍住民課窓口にお越しください。
〇顔写真
　※パソコンやスマートフォンで申請する場合は、スマー　　
　トフォン等で撮影した顔写真データが必要です。

まずはこちらをご準備ください

戸籍住民課
　住民係　粟野

◇郵送
①申請書の記入欄に必要事項を記
　入し、顔写真を貼付。
②申請書を郵送。　

◇スマートフォン
①スマートフォンで顔写真を撮影
　し保存。
②スマートフォンで申請書のＱＲ
　コードを読み取り、申請用サイ
　トから申請。

◇パソコン
①デジカメ等で顔写真を撮影しパ
　ソコンへ保存。
②「マイナンバーカード総合サイ
　ト」の「オンライン申請用サイト」
　から申請。

◇証明写真機
①証明写真機で写真を撮影し、申
　請書にあるＱＲコードをかざし
　て申請。
※対応していない写真機もあるの
　でご注意ください。

➡

➡

コンビニ交付

私は、スマート

フォンで申請し

ました

簡単！便利！

はじめます！

住民票等の証明書をコンビニエンスストア等で取得できるようになります。
町内に限らず全国の店舗で利用することができ、役場が開庁していない夜間や休
日でも利用することができます。

マイナンバーカード

12 月３日 ～

マ イ ナ ン バ ー
カードを利用した

〇必要なもの
・マイナンバーカード（利用者証明用電子証明書搭載のもの）
・マイナンバーカード交付時に設定した４桁の暗証番号
※暗証番号を忘れてしまった方は、再設定が必要になり
　ます。戸籍住民課窓口にお越しください。 〇交付手数料

１件　２００円
（窓口交付の場合は３００円）

〇取得できる証明書
〇取得できるコンビニエンスストア等
マルチコピー機が設置してある店舗（全国）
・セブンイレブン　　・ミニストップ
・ローソン　　　　　・セイコーマート
・ファミリーマート　・イオンリテール

〇サービス利用時間
午前６時 30 分～午後 11 時
※ 12 月 29 日～１月３日は除く

①住民票
②印鑑証明書
③町・県民税課税（非課税）証明書
④所得証明書

【問い合わせ】戸籍住民課住民係（内線１１２１）　

戸籍住民課からのお知らせ



広報やちよ№ 709　2018.11 月号　　　4

いきいき茨城ゆめ国体 2019
第 74回国民体育大会 翔べ　羽ばたけ　そして未来へ

　2019 年、茨城県で 45年ぶりに
国体が開催されます。
　八千代町は、  デモスポ「ビーチ
ボールバレー」の会場となり、実
施にむけて着々と準備が進められ
ています。
　開催１年前となった９月 16 日
（日）、リハーサル大会として、い
きいき茨城ゆめ国体開催記念第 65
回八千代町ビーチボールバレー大
会が行われました。

★リハーサル大会の結果★

※デモスポ
　国体では、正式競技、
特別競技および公開競
技以外に「デモンスト
レーションスポーツ（デ
モスポ）」が実施されま
す。地域スポーツの振
興などを目的とし、子
どもから高齢者まで県
民誰もが参加できる競
技です。

【問い合わせ】　
総合体育館  ℡ 0296-48-2469

茨城国体ビーチボール
バレー開催日程
期日：2019年９月15日（日）
会場：総合体育館　ほか
参加資格：県内在住者

　総合体育館と八千代高校体育館を会場に行われた大会には、町内外から
67チームが参加。熱戦が繰り広げられ、会場は大いに盛り上がりました。

みんなで盛り上げよう！茨城国体

一般男女混合の部
優　勝　ミント（八千代町）
準優勝　マスティフ（八千代町）
第３位　絆（八千代町）
第４位　辛口レゴリス（常総市）
第５位　モナクス ( 下妻市）

一般女子の部
優　勝　遊友クラブ（下妻市）
準優勝　あおいろクローバー（結城市）
第３位　クリーム（下妻市）
第４位　ＹＤО（下妻市）

シニア男女混合の部
優　勝　トップタイガー（八千代町）
準優勝　Ｔ＆Ｃ（八千代町）
第３位　パセリクラブ（下妻市）
第４位　チャレンジャーロード
　　　　（八千代町）

シニア女子の部
優　勝　たんぽぽ（筑西市）
準優勝　マーガレット（古河市）
第３位　つくしんぼ（筑西市）
第４位　どんぐり（古河市）

※

茨城国体ボランティア募集茨城国体ボランティア募集

　開・閉会式の運営の支援を行うボランティアを募集し
ています。
　ボランティアに参加して、感動を分かち合いましょう。

活  動  日　 2019 年秋開催の開・閉会式等
活動内容　 受付・案内、会場整理等
募集人員　 運営ボランティア  5,200 人
募集期限　 2019 年３月 31日（日）
応募方法　 郵送、ＦＡＸ、持参、ホームページ

【問い合わせ】
県国体・障害者スポーツ大会局総務企画課
TEL 029-301-5405  ・  FAX 029-301-5399
ホームページ「茨城ゆめ国体・大会」で検索　
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　仲坪の生井衛さんが９月 30日付けで教育委員を退
任され、後任に 10月１日付で、神山の染野昭彦さん
が就任しました。染野さんは平成 27年３月に教職員
を定年退職し、現在は社会教育指導員として、子ど
もたちの健全育成などの活動に精力的に取り組まれ
ています。
　染野さんは「教員時代から多くの皆さまにお世話
になってきました。地域の皆さまに恩返しできるよ
う取り組んでまいります」と抱負を語っていました。

大久保町長から任命書の交付を受けた染野さん

教育委員に染野昭彦さん

～ 夢ひらけ　～ 夢ひらけ　

       みんなの未来は       みんなの未来は

             　 まつりから ～             　 まつりから ～

日　時　11 月 17 日（土）・18 日（日）

　　　　午前 10 時開始（雨天決行）

場　所　中央公民館および総合体育館　ほか

作品展　11 月 16 日（金）～ 18 日（日）

　　　　午前９時～午後４時

【問い合わせ】生涯学習課生涯学習係　内線３６１０

八千代の秋まつり八千代の秋まつり八千代の秋まつり八千代の秋まつり

2018201820182018

ＪＩＣＡボランティア

派遣前に役場を訪れた青木さん

が表敬訪問

　ＪＩＣＡボランティアとして２年間、タンザ
ニアでの支援活動に参加する青木美佳さん（東
蕗田）が役場を訪れ、赤松治教育長を表敬訪問
しました。
　10月 23日の出発を前に青木さんは、「看護師
として、７年間仕事をしてきました。自分がど
れだけ出来るか分かりませんが、今までの経験
を活かし、積極的に活動してきます」と抱負を
語っていました。
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⾃
主
財
源

依
存
財
源

歳出
77 億

5,207 万円

歳入
82 億

5,077 万円

町税
28 億 7,232 万円
（34.9％）

繰越⾦
4 億 9,881 万円
（6.0％）

⺠⽣費
26 億 971 万円
（33.6％）

総務費
14 億 2,390 万円
（18.4％）

⼟⽊費
6 億 3,658 万円
（8.2％）

衛⽣費
5 億 4,238 万円
（7.0％）

公債費
5 億 5,341 万円
（7.1％）

農林業費
4 億 3,991 万円
（5.7％）

教育費
8 億 5,231 万円
（11.0％）

繰⼊⾦ 3 億 3,692 万円 （4.1％）
諸収⼊ 1 億 9,678 万円（2.4％）
その他 2 億 9,897 万円（3.6％）

歳⼊決算額の内訳

歳出決算額の内訳

◆特別会計の決算状況
会計区分 歳⼊決算額 歳出決算額

国⺠健康保険 36 億 1,868 万円 34 億 4,525 万円
後期⾼齢者医療 1 億 8,563 万円 1 億 8,163 万円
介 護 保 険 17 億 5,160 万円 16 億 5,625 万円
中央⼟地区画 2 億 1,173 万円 1 億 2,993 万円
農業集落排⽔ 5 億 8,924 万円 5 億 8,366 万円
下 ⽔ 道 4 億 6,373 万円 4 億 5,119 万円

◆⽔道事業会計の決算状況
区 分 収⼊決算額 ⽀出決算額

収益的会計 4 億 9,254 万円 3 億 4,796 万円
資本的会計 0 7,504 万円

◆⼋千代町の健全化判断⽐率
⼋千代町 早期健全化基準 財政再⽣基準

実 質 ⾚ 字 ⽐ 率 − 14.91％ 20.00％
連結実質⾚字⽐率 − 19.91％ 30.00％
実質公債費⽐率 7.1％ 25.0  ％ 35.0  ％
将 来 負 担 ⽐ 率 66.6％ 350.0  ％      −
※ ⾚字額がないため、実質⾚字⽐率と連結実質⾚字⽐率は「−」と
表⽰しています

◆⼋千代町会計別資⾦不⾜⽐率
⽔道 下⽔道 農業集落排⽔ 中央⼟地区画

資⾦不⾜⽐率 − − − −
経営健全化基準 20.0％
※資⾦不⾜額がないため、資⾦不⾜⽐率は「−」と表⽰しています。

健全化判断⽐率及び資⾦不⾜⽐率特別会計

⼀般会計

地⽅交付税
17 億 9,439 万円
（21.7％）

     国庫⽀出⾦
7 億 8,008 万円
（9.4％）

町債 3 億 2,302 万円（3.9％）
      県⽀出⾦
5 億 6,895 万円（6.9％）

地⽅消費税交付⾦  3 億 5,212 万円 （4.3％）
地⽅譲与税  1 億 4,863 万円 （1.8％）
その他 7,977 万円 （1.0％）

消防費 3 億 5,583 万円 （4.6％）
議会費 1 億 1,540 万円（1.5％）
その他 2 億 2,264 万円 （2.9％）

財政状況のお知らせ 平成 29 年度決算状況
健全化判断⽐率及び資⾦不⾜⽐率

 平成 30年町議会第３回定例会で、平成 29年度の一般会計をはじめとする各会計の決算について審査され、
決算が認定されました。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比率・資金不足比
率と平成 29年度決算状況についてお知らせします。

一般会計とは、福祉や教育など住民に広く
行われる事業に係る会計、特別会計とは、
特定の事業を行う場合、一般会計と区分し
て経理する会計のことです。
平成 29 年度決算総額は、歳入が 155 億円、
歳出が 146 億円になりました。

健全化判断比率とは、財政の早期健全化
や再生の必要性を判断するための指標、資
金不足比率とは、町の公営企業の資金不
足をその事業規模と比較して指標化したも
のです。いずれも国が定めた基準内に収ま
り、町の財政は健全な状態であると認めら
れました。

※本文および図表などは、千の位を四捨五入しています。
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区 分 予算額 収⼊済額 執⾏率

町 税 26 億 3,851 万円 19 億 4,117 万円 73.6％

地⽅交付税 15 億 2,684 万円 11 億    236 万円 72.2％

国庫⽀出⾦ 7 億 6,267 万円 2 億 9,588 万円 38.8％

町 債 5 億 1,152 万円 0 0

県 ⽀ 出 ⾦ 9 億 1,034 万円 8,451 万円 9.3％

繰 ⼊ ⾦ 6 億 3,051 万円 8,320 万円 13.2％

そ の 他 12 億 5,359 万円 10 億 5,253 万円 84.0％

合 計 82 億 3,376 万円 45 億 5,965 万円 55.4％

区 分 予算額 ⽀出済額 執⾏率
⺠ ⽣ 費 26 億 2,188 万円 8 億 1,276 万円 31.0％
教 育 費 11 億 7,239 万円 3 億 9,613 万円 33.8％
総 務 費 11 億 7,033 万円 5 億 5,202 万円 47.2％
⼟ ⽊ 費 6 億 8,967 万円 1 億 8,053 万円 26.2％
公 債 費 5 億 7,939 万円 2 億 5,061 万円 43.3％
衛 ⽣ 費 4 億 6,554 万円 2 億 2,045 万円 47.4％
農林業費 8 億    701 万円 2 億 6,582 万円 32.9％
そ の 他 7 億 2,755 万円 4 億 7,784 万円 65.7％
合 計 82 億 3,376 万円 31 億 5,617 万円 38.3％

◎町有財産・基⾦の状況
⼟ 地 690,195m2 （道路・河川は含まない）
建 物 67,340m2

基 ⾦ 31 億 4,971 万円

◎ 町債現在⾼
122 億 9,753 万円（特別会計を含む）
（内訳）
⼀般会計                                68 億 5,370 万円
  （内   臨時財政対策債      39 億 2,888 万円）   
下⽔道事業会計                    25 億 6,881 万円
農業集落排⽔事業会計        23 億 5,000 万円
中央⼟地区画整理事業会計  3 億 7,429 万円
⽔道事業会計                          1 億 5,073 万円

決算・予算執⾏状況に関する問い合わせ
財務課財政係 内線 3120

❖⼀般会計

（平成 30年 9月 30日現在）
　平成 30年度の上半期（平成 30年 4月 1日から 9月 30日まで）の予算執行状況がまとまりました。
　皆さんに納めていただいた大切な税金などが、どのように使われているのかをお知らせします。

平成 30 年度上半期予算執⾏状況

歳⼊ 歳出

会計別 予算額
歳 ⼊ 歳 出

収⼊済額 執⾏率 ⽀出済額 執⾏率
国 ⺠ 健 康 保 険 31 億 6,111 万円 13 億       65 万円 41.1％ 10 億 9,808 万円 34.7％
後期⾼齢者医療 1 億 9,709 万円 6,748 万円 34.2％ 6,182 万円 31.4％
介 護 保 険 16 億 8,613 万円 7 億 5,362 万円 44.7％ 7 億     184 万円 41.6％
中 央 ⼟ 地 区 画 1 億 3,417 万円 5,306 万円 39.6％ 3,154 万円 23.5％
農 業 集 落 排 ⽔ 3 億 5,371 万円 1 億 3,430 万円 38.0％ 1 億 1,549 万円 32.7％
下 ⽔ 道 4 億 1,758 万円 1 億 4,122 万円 33.8％ 1 億 4,191 万円 34.0％

合  計 59 億 4,979 万円 24 億 5,034 万円 41.2％ 21 億 5,068 万円 36.1％

❖特別会計

区 分 予算額 執⾏額 執⾏率

収益的収⼊ 4 億 7,087 万円 2 億 3,487 万円 49.9％

収益的⽀出 3 億 5,921 万円 8,746 万円 24.3％

資本的収⼊ 0 0 ー

資本的⽀出 9,672 万円 962 万円 9.9％

❖⽔道事業会計
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Topics
町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。

まちの話題

交流活動を楽しむ生徒のみなさん

　９月 14 日、インドネシアの中学生 20 人が東中
学校（中島洋子校長）を訪れ、東中生徒と交流活動
を行いました。この活動は、交流を通して、相手を
尊重するこころを育むことを目的に実施されまし
た。中島校長は「生徒たちにとって、とても貴重な
経験になりました。今後もこうした活動を取り入れ
ていきたい」と話していました。

東中生徒がインドネシアの中学生と交流

ゴールした参加者のみなさん

　９月 22日、八千代町内でＲＵＮ伴が実施されました。ＲＵ
Ｎ伴とは、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを目
的とし、認知症の人やその家族、支援者などが、少しずつタス
キをつなぎゴールを目指す全国イベントです。
　参加した認知症サポーターは「タスキをつないだように心を
つなぎ、認知症の方でも安心して暮らせる地域づくりに努めて
いきたい」と話していました。

ＲＵＮ伴（ランとも）いばらき in八千代

９月26日、筑西合
同庁舎で開催された
交付式で指定証を受
け取った関係者のみ
なさん。

　八千代町産「あくと梨」が、県の青果物銘柄産地
の再指定を受けました。期間は、平成 30年７月か
ら平成 33年７月までの３年間です。
　今回の指定は、食味を重視した取組み等で高品質
の青果物が出荷され、市場や消費者から信頼性・安
全性の評価を高く受けていることが認められたもの
です。

梨が県青果物銘柄産地に再指定

９月 28 日、役場会議室
で開催された表彰式。
表彰された団体の代表者
のみなさん。

平成 30年度花壇コンクール表彰式

区長親和会会長賞　
　菅谷西老人クラブ
町民会議議長賞
　太田きれいにする会
老人クラブ連合会会長賞
　磯老人クラブ
子ども会育成連合会会長賞
　佐野西子ども育成会
女性審査員特別賞
　神山老人友の会
優秀賞
　栗山老人クラブ・高野延寿会
　佐野東老人クラブ

☞

最優秀賞　下山川行政区（高﨑隆代表）

☜

【問い合わせ】
下館税務署総務課  ℡ 0296-24-2121

　花壇コンクールは、町内の環境美
化や地域の憩いの場の造成などを目
的に開催されています。
　今年度は 19 団体が参加。花壇の
出来栄えや草花の生育状況などが審
査され、９団体が表彰されました。
　来年度も開催を予定していますの
で、多くのご参加をよろしくお願い
します。
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大  好  き  な

み ん
な の 広 場

人

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

笑顔がいいね !♥

齋　藤 可　蓮 さん（川西小５年）

　

わ
た
し
の
お
母
さ
ん
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い

で
す
。
一
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
ね
る
前
に
本
を
読
ん

で
く
れ
た
時
も
、
絵
で
思
っ
た
と
こ
ろ
に
文
章
を

入
れ
て
、
お
は
な
し
を
お
も
し
ろ
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
ね
む
る
の
に
、
お
も
し
ろ
く
て

ね
む
れ
な
く
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

の
作
っ
た
料
理
で
一
番
好
き
な
の
は
、
ハ
ン
バ
ー

グ
で
す
。
お
母
さ
ん
の
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
は
、

丸
く
て
大
き
い
ハ
ン
バ
ー
グ
で
す
。
と
て
も
お
い

し
い
の
で
す
が
、
た
ま
に
し
か
作
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
お
母
さ
ん
は
、
絵
が
上
手
で
す
。
子
ど
も
の

時
に
絵
を
い
っ
ぱ
い
書
い
て
絵
が
好
き
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
わ
た
し
も
絵
を
い
っ
ぱ
い
書
い
て
上

手
に
な
り
た
い
で
す
。

　

い
つ
も
元
気
で
、
お
も
し
ろ
い
お
母
さ
ん
が
、

わ
た
し
は
大
好
き
で
す
。

　可愛い笑顔の碧
希くん。最近では
お姉ちゃんと一緒
にダンスを踊る事
が大好きで、いつ
も家族みんなが癒
されてます。誰と
でも仲良く優しい
子になってね。

　年子の２人は、いつでも
仲良しさん。元気にすくす
く成長してください。

父　一徳さん
母　美保子さん

父　勇介さん 　
母　麻美さん

お

母

さ

ん

大

好

き

太
おお

田
た

 碧
みつ

希
き

ちゃん
 平成 29 年１月 27日生まれ
 　　　　　　　　　（久下田）

高
たか

野
の

 杏
あん

珠
じゅ

ちゃん

　　 大
たい

琥
が

ちゃん

平成 26年７月 16日生まれ
平成 27年８月 23日生まれ
                           （仁江戸西）

さい とう

悦　子 さん

か れん

えつ こ



■第56回茨城県空手道選手権大会（全
日本空手道選手権大会予選会）
〔と　き〕  ９月 17日（月）
〔ところ〕堀原運動公園武道場
〔主　催〕茨城県空手道連盟
〔主な結果〕
形の部
小学１年女子
第３位　田村誉
小学２年女子
第３位　小林明莉
組手の部
小学１年女子
第３位　田村誉

糖 尿 病 教 室糖 尿 病 教 室 を開催します！！

～糖尿病はあなたが主治医～

〔主　催〕新潟県バドミントン協会ほか
〔主な結果〕
女子ダブルス５年生以下
優　勝　草間結・生井穂乃果組

優勝した草間・生井組

■第 11 回新潟県近県小学生選抜バド
ミントン大会
〔と　き〕  ９月 22日（土）、23日（日）
〔ところ〕阿賀野市ささかみ体育館ほか

■第 17 回明野ちびオープン小・中学
生シングルス大会
〔と　き〕  ９月 30日（日）
〔ところ〕筑西市下館総合体育館
〔主　催〕明野ちびっこバドミントンク
ラブ

〔主な結果〕
C 女子シングルス
優　勝　木瀬颯希
Ａ男子シングルス
第３位　奥田明
第３位　高橋慶太
Ｃ男子シングルス
優　勝　猪瀬嵩人
準優勝　飯田大翔
第３位　古澤翔 優勝した木瀬さん

優勝した猪瀬さん
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世界大会で奮闘。大久保町長を表敬訪問した山中さん

世界テコンドー選手権大会で第３位
　大渡戸出身の山中一浩さんが、８月にアルゼンチン
で開催された第 19 回世界テコンドー選手権大会で、
シニア個人形４段の部とシニア個人組手ライト級で第
３位になり、大久保司町長を表敬訪問しました。
　山中さんは「優勝を目指していたので悔しいです。
次の大会では目標を達成できるよう、今以上に練習に
励みます」と話していました。

下記のとおり開催します。
健康になるおいしい食事と運動のコツをお伝え
します。

日　時　　12月 13日（木）
　　　　　　午前 10時～正午
場　所　　保健センター
参加費　　無料
募集人員　20人（先着順）

【問い合わせ】健康増進課  ℡ 0296-48-1955

生活習慣病の糖尿病は、ご自身で予防、
改善することができます。
健康な毎日を過ごすため、正しい知識を
身につけましょう！

☆参加者には

　サラダ付き☆

体にやさしい

ドレッシング

プレゼント



（敬称略）

スポーツ大会の結果

S ports　F ile
スポーツファイル

■ 2018 Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技
大会
〔と　き〕８月 18日（土）
〔ところ〕東京辰巳国際水泳場
〔主　催〕公益財団法人ブルーシー・
アンド・グリーンランド財団
〔主な結果〕
女子４× 50m　メドレーリレー
第３位　茨城県連絡協議会
　　　　（第１泳　平岡歩莉）
男子４× 50m　メドレーリレー
第３位　茨城県連絡協議会
　　　　（第４泳　増渕陸玖）

■第 94回町民野球大会
〔と　き〕  ９月２日（日）、９日（日）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会ほか
〔主な結果〕
Ａブロック
優　勝　神風フレンズ
準優勝　とみお
Ｂブロック
優　勝　鬼怒川ファイターズ
準優勝　ハッピーメン

神風フレンズのみなさん
Ａクラスで優勝した関・大久保組

増渕さんと平岡さん

■第 27 回全国小学生バドミントン選
手権大会茨城県予選会
〔と　き〕９月１日（土）
〔ところ〕龍ケ崎市総合体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン
連盟
〔主な結果〕
５年男子シングルス
第３位　高橋慶太
５年男子ダブルス
第３位　高野祥大・岩田元徠
５年女子ダブルス
優　勝　草間結・生井穂乃果
６年女子ダブルス
準優勝　古澤菜月・猪瀬蒼七

鬼怒川ファイターズのみなさん

■第７回八千代町オープン混合ダブ
ルスバドミントン大会
〔と　き〕  ９月９日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
Ａクラス
優　勝　関航大・大久保敦美組
　　　　（八千代クラブ）
Ｃクラス
第２位　大吉翔・野口美歩組
　　　　（八千代クラブ）
第３位　倉持秋実・本橋美空組
　　　　（西豊田バドミントン）

■第６回ストロベリーオープンジュ
ニアダブルス選手権大会 2018
〔と　き〕  ９月８日（土）
〔ところ〕真岡市総合体育館

〔主　催〕サンクスポーツクラブ陽東
バドミントン教室
〔主な結果〕
女子Ｂクラス
準優勝　猪瀬蒼七・古澤菜月

優勝した草間・生井組

■第 22回八千代町近隣学童野球大会
〔と　き〕  ９月 15日（土）、17日（月）、
22日（土）
〔ところ〕八千代町民公園ほか
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
準優勝　安静ファイターズ
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活
排
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は
適
切
に
流
し

ま
し
ょ
う

問
　

台
所
の
流
し
に
油
や
生
ゴ
ミ
を

流
す
と
、
排
水
管
や
下
水
道
管
の

中
で
冷
え
固
ま
り
、
悪
臭
や
詰
ま

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

処
理
場
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
２
３
８

　　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

TEL

日
時　

11
月
30
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

 　
日
時　

11
月
15
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
を
抱
え
る

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

内
容　

就
職
対
策
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
14
日
（
水
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54 

‐
６
０
１
２

　　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
は
、
２
年
に
１
回
の
検
査
が
必

須
で
す
。

日
時　

11
月
26
日
（
月
）
〜
27
日

（
火
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

持
ち
物　

○
手
数
料
（
１
台
あ
た

り
５
２
０
円
〜
３
０
０
０
円
ほ

ど
）
○
は
か
り
（
分
銅
、
お
も
り

も
必
ず
持
参
）
○
受
検
通
知
ハ
ガ

キ
※
ハ
ガ
キ
が
事
前
に
届
か
な
い

方
も
検
査
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
（
一
社
）
茨
城
県
計
量
協
会

　

０
２
９
‐
２
２
５
‐
７
９
７
３

　
　対

象
事
業　

①
県
内
の
環
境
保
全

活
動
②
県
内
の
環
境
保
全
活
動
を

促
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
③
県

内
の
環
境
保
全
活
動
の
普
及
啓
発

④
災
害
復
旧
・
復
興
支
援
に
関
わ

る
活
動
（
環
境
保
全
活
動
で
、
そ

の
成
果
等
を
県
内
に
還
元
す
る
活

動
に
限
る
）

応
募
資
格　

県
内
の
地
方
公
共
団

体
、利
益
を
目
的
と
し
な
い
法
人
・

団
体
・
個
人

助
成
金　

総
額
１
千
万
円
※
１
件

に
つ
き
上
限
30
万
円

申
請
方
法　

助
成
金
給
付
申
請
書

を
事
務
局
ま
で
請
求
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

　
「
エ
コ
ー
い
ば
ら
き
」
事
務
局

　

０
２
９
‐
３
０
０
‐
２
６
９
９

問TEL

は
か
り
の
定
期
検
査
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

問「
サ
ポ
ス
テ
」
が
あ
な
た

の
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

公
益
信
託
「
エ
コ
ー
い
ば

ら
き
」
環
境
保
全
基
金

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達訓練を行います。この訓練は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でも様々な手段で訓練が行われます。

日　　時　11月 21日（水）午前 11時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音
※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

TEL問TEL

問TEL

注意！あなたの土地が狙われています！

　「一時的に資材置場として貸してほしい」「良い土
で土地を埋め立ててあげます」などの話しに、安易
に同意してしまった結果、廃棄物不法投棄等の被害
を受ける事例が発生しています。
　これらの責任や処理費用の負担は、行為者だけで
なく、土地の所有者に及ぶこともあります。
　不法投棄、野焼き、不正な残土埋め立てを発見し
た場合には、直ちに専用ダイヤル「不法投棄１１０
番」まで通報をお願いします。

受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分（平日の
　　　　　み）※受付時間外は最寄りの警察署まで
　　　　　ご連絡ください。

問い合わせ
環境対策課環境対策係（内線２４２０）
県廃棄物対策課　℡ 029-301-3033
下妻警察署　℡ 0296-43-0110

不法投棄１１０番　℡ 0120-536-380
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離
職
者
等
で
求
職
中
の
方

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

履
歴
書
複
数
枚

　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
23
‐
３
８
１
１

日
時　

12
月
22
日
（
土
）
午
後
３

時
〜
５
時
30
分
（
受
付
午
後
２
時

30
分
〜
）

場
所　

つ
く
ば
国
際
会
議
場
内
レ

ス
ト
ラ
ン
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」

対
象
者　

概
ね
30
歳
〜
40
歳
の
独

身
男
女

定
員　

男
女
各
15
人
※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

町
内
男
性
３
５
０
０

円
、
町
外
男
性
４
０
０
０
円
、
女

●人口 22,406 人 (1,232) ●男 11,760 人 (1,028) ●女 10,646 人 (204)
●世帯数 7,672 世帯 (1,039)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 10 月１日現在

11 月の納税等
  固定資産税（４期）
  国民健康保健税（５期）
  後期高齢者医療保険料（５期）

 納期は 11 月 30 日（金）です

　　   税務課（内線 1530）
　　   国保年金課 ( 内線 1310）
　　　　　　 　   （内線 1330）

募　
　
　
　

集

募　
　
　
　

集

TEL

問

問

問

オレンジカフェやちよ
認知症の相談もできます。
○ 11 月 21 日（水）
　　　　「オカリナで歌おう」
○ 12 月１日（土）
　　　　「折り紙でクリスマス」
時　間：午後１時～３時
場　所：図書館会議室
参加費：100 円
　   地域包括支援センター
　   （内線１２２０）

11 月 15 日から狩猟が解禁されます
　狩猟者はルールとマナーを守り、安全を心がけ
て実施してください。

狩猟期間　11 月 15 日（木）～ 2月 15日（金）
狩猟時間　日の出～日没
狩猟区域　町内全域
禁止区域　市街化区域（役場周辺、平塚西山工業
　　　　　団地周辺）は銃による狩猟を禁止

※町民公園周辺は鳥獣保護区
　のため狩猟はできません。
※鳥獣保護区等においても、
　特別な許可により有害鳥獣
　（カラス等）の捕獲を行う
　場合があります。

問い合わせ
産業振興課農政係（内線２２４１）

水道メーター器交換のお知らせ
　水道メーター器は、計量法で８年ごとに交換が義務付け
られています。下記のとおり、メーター器の交換を行いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いします。

○期日　11月 15日（木）～ 27日（火）
　立ち合いは不要です。交換作業は「八千代町指定給水装
　置工事事業者」が行います。
　※不審に思われた場合は、下記にお問い合わせください。

○対象　平成22年４月から23年３月までに設置したもの
　※設置後８年未満の場合は対象外です。
　※対象となる家庭には 11月上旬にお知らせします。

〇費用　無料
○お願い
　・メーター器やその周辺を清掃し、近くに物やペットを
　　置かないでください。
　・土盛り、コンクリート打設やアスファルト舗装等で交
　　換作業ができない場合があります。工事する際は、事
　　前にご相談ください。

問い合わせ　上下水道課上水道係　℡ 0296-48-2037

日
時　

12
月
１
日
（
土
）【
セ
ミ

ナ
ー
】正
午
〜
午
後
１
時
30
分（
受

付
午
前
11
時
30
分
〜
）【
相
談
会
】

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
２
階

イ
ー
ア
ス
ホ
ー
ル

対
象
者　

茨
城
県
で
農
業
を
始
め

た
い
方
、
ま
た
は
農
業
法
人
等
に

就
職
希
望
の
方

内
容　

農
業
法
人
の
就
職
相
談
、

Ｊ
Ａ
、
ハ
ロ
ー
ー
ワ
ー
ク
等
に
よ

る
就
農
の
相
談
や
情
報
提
供

参
加
費　

無
料
（
服
装
自
由
）

申
込
方
法　

セ
ミ
ナ
ー
の
み
要
予

約
※
先
着
30
人
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み
）

　
（
公
社
）
茨
城
県
農
林
振
興
公
社

　

０
２
９
‐
３
５
０
‐
８
６
８
６

　

０
２
９
‐
２
３
９
‐
７
０
９
７

日
時　

12
月
５
日
（
水
）
午
後
１

時
10
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
午
後

０
時
30
分
〜
）
※
申
込
不
要

場
所　

筑
西
合
同
庁
舎
本
庁
舎
大

会
議
室

対
象
者　

学
生
を
除
く
若
年
者
や

問 性
３
０
０
０
円

募
集
期
限　

11
月
８
日
（
木
）
〜

29
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
※
12

月
14
日
（
金
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
０
）

　

下
館
税
務
署
管
内
の
中
学
生
お

よ
び
高
校
生
か
ら
募
集
し
た
、
税

に
つ
い
て
の
作
文
の
入
賞
作
品
を

展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

期
間　

11
月
９
日
（
金
）
午
後
〜

22
日
（
木
）
午
前

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻
店

　

下
館
税
務
署

　

０
２
９
６
‐
24
‐
２
１
２
１

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
！

第
２
回
「
新
農
業
人
フ
ェ

ア
in
い
ば
ら
き
」

問TEL

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

in
つ
く
ば
参
加
者
募
集

問FAX

TEL

催

し

物

催

し

物

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
作
品
の
展
示
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可
決
し
た
議
案
内
容

議会だより議会だより

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
の
提
出

　

教
職
員
定
数
改
善
に
よ
る
少
人

数
学
級
の
推
進
、
教
育
の
機
会
均

等
と
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
、

予
算
措
置
の
継
続
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

◇
平
成
29
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
の
報
告　
　

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
付
け
、
健
全

化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

◇
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
用
い
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
多
機

能
端
末
機
を
利
用
し
た
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
を
可
能
と
す
る
た

め
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

９月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７１

平成 29 年度歳入歳出決算・水道事業決算を認定

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

含
む
中
学
校
費
５
２
５
万
円
。
給

食
セ
ン
タ
ー
外
構
工
事
実
施
設
計

業
務
委
託
料
を
含
む
保
健
体
育
費

８
６
７
万
４
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千

９
２
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
31
億
６
千
１
１
１
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
保
険
給

付
費
、
国
・
県
へ
の
負
担
金
返
還

で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
８
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
億
９
千
７
０
９
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
で
す
。　

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
６
８

３
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
16
億
８
千
２
０
９
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
、
国
・
県
等
へ

の
介
護
給
付
費
負
担
金
等
に
超
過

◇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
多

機
能
端
末
機
で
証
明
書
を
交
付
す

る
場
合
の
手
数
料
を
定
め
る
た

め
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）　　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千

４
９
４
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
82
億
３
千
３
７
５
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
若
地
区

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
伴

う
農
業
費
７
２
３
万
６
千
円
。
道

路
橋
梁
費
７
千
８
４
５
万
２
千

円
。
新
堀
川
堤
防
復
旧
に
伴
う
河

川
費
８
７
２
万
円
。
防
火
貯
水

槽
・
消
火
栓
設
置
工
事
請
負
費
・

無
人
航
空
機
購
入
費
等
を
含
む
消

防
費
５
８
０
万
８
千
円
。
中
学
校

空
調
設
備
実
施
設
計
委
託
料
等
を

●　

議
員
提
出
議
案

●　

そ
の
他

●　

人　

事

　平成 30 年第３回定例会は、９月５日から 14 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案１件のほか、町執行部より平成 29 年度決算をはじめ、平成 30 年度一般会計
補正予算案など 13 議案が提案され、審議の結果、すべての議案を原案のとおり可決しました。
　また、一般質問は、９月 12 日と 13 日に行われ、８人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

額
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
償
還
金

で
す
。

◇
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
５
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
億
３
千
４
１
６
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
公
共
用

地
管
理
委
託
料
、
家
屋
物
件
移
転

補
償
金
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意　
　

　

現
委
員
の
生
井
衛
さ
ん
（
仲
坪
）

が
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
後
任
と
し
て
染
野

昭
彦
さ
ん
（
神
山
）
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分　
　

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
１
億
４
千

99
万
３
千
９
２
５
円
を
全
額
建
設

改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
る
も
の

で
す
。

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算

●　

報　

告

●　

条　

例

12月からコンビニエンスストアで住
民票等が取得できるようになります
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審　議　内　容

議席 1 2 3 4 5 7 8 9 10 11 12 13 14
議
長

審
議
結
果

増
田　

光
利

国
府
田
利
明

大
里　

岳
史

廣
瀬　

賢
一

大
久
保
弘
子

中
山　

勝
三

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

小
島　

由
久

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

湯
本　
　

直

上
野　

政
男

30.国補八千代町立学校給食センター建設工事請負

契約の締結について
可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

平成 29 年度八千代町歳入歳出決算の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠

席
―

●　

請
願
審
議
結
果

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結　
　

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
の
結

果
、
「 
鈴
縫
・
高
塚
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
」 

と
「
８
億
６
千

３
８
９
万
２
千
円
（ 

税
込
）
」 

で

契
約
す
る
も
の
で
、
工
期
は
平
成

31
年
８
月
30
日
ま
で
で
す
。

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願

　

す
べ
て
の
生
徒
に
、
地
域
格
差

の
な
い
、
一
定
水
準
の
教
育
を
受

け
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関
に
対

し
、
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
要
請
し
ま
す
。　
　

【
提
出
代
表
者
】

　
　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　

杉
山　

繁
さ
ん

　
　
　
　

（
審
議
結
果
：
採
択
）

〇・・・賛成　　×・・・反対

※今定例会で審議された議案等のうち、意見が分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない

　議案等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームペー

　ジの会議録（11 月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

第３回定例会における議案等の審議結果

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
議

会
傍
聴
や
施
設
見
学
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に
行
い
ま
す
。
詳

し
い
日
程
は
11
月
下
旬
に
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
１
０

受付簿に住所と氏名を記入し

傍聴券を取り入場してください

傍聴席から見た議場の様子

●　

決
算
認
定

  請願・陳情を受け付けています！

　町民のみなさんの意見や要望などを議会に提出することができます。

　随時受け付けを行っています。

　〇請願

　　紹介議員が必要です。その内容に該当する常任委員会で審議します。

　〇陳情

　　議員の紹介は不要です。　

　※その他、詳しくは議会公式ホームページをご覧ください。

八千代町立学校給食センター
完成予想図

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
６

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
関

係
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
議

し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
認
定
し
ま
し
た
。
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町
内
小
学
校
５
校
に
つ
い
て

は
、
エ
ア
コ
ン
設
置
が
完
了
し
、

９
月
か
ら
使
用
開
始
と
な
り
ま
し

た
が
、
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
来
年
度
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
多
く
の
保
護
者
か
ら

の
強
い
要
望
で
も
あ
り
、
こ
の
夏

の
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
記
録
的
な

猛
暑
を
受
け
て
、
全
県
的
に
整
備

が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
事
業
計
画
を
前
倒
し

し
て
今
年
度
に
予
算
化
し
、
春
休

み
中
に
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

教
育
次
長　

今
定
例
会
に
お
い

て
、
補
正
予
算
と
し
て
中
学
校
空

調
設
備
実
施
設
計
業
務
委
託
料
を

議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
工
事

費
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
８
名
が
登
壇

ま
だ
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
国
の
財
政
支
援
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
町
と
し
て
も
早

く
設
置
す
る
よ
う
対
応
し
、
中
学

校
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
管
理
や
勉
強
に
集
中
で
き
る

適
切
な
学
習
環
境
を
整
え
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

政
府
も
今
年
の

記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
安
全
・
健
康
を
守
る
た
め
の
、

猛
暑
対
策
を
喫
緊
の
課
題
と
位
置

づ
け
、
支
援
の
方
針
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
も

エ
ア
コ
ン
設
置
率
を
加
速
化
さ
せ

る
た
め
、
平
成
31
年
度
予
算
概
算

要
求
で
、
前
年
度
を
上
回
る
予
算

を
要
求
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
来
年
夏
ま
で
の
整
備
と
い
う

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
平
成
30
年
度

の
補
正
予
算
へ
の
措
置
が
望
ま
し

い
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
す
。
国

に
よ
る
財
政
支
援
が
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

大
阪
北
部
地
震
で
通
学
時
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
男
性
と
登
校
中
の
子

ど
も
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
事
故
を
受
け
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
危
険

箇
所
の
把
握
と
安
全
対
策
を
求
め

る
通
知
が
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
当
町
に
お
い
て
も
３
校

で
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
た
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
次
長　

調
査
点
検
の
結
果
、

小
学
校
３
校
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
１
か
所
ず
つ
、
現
行
の
建
築
基

準
法
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

不
適
合
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
建
て
替
え
す

る
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。
学
校

内
に
お
い
て
は
、
注
意
を
喚
起
す

る
目
印
を
置
く
と
共
に
、
各
学
校

　

町
長
は
、
平
成
11
年
２
月
に
就

任
し
て
以
来
、
来
年
の
任
期
満
了

を
も
っ
て
５
期
20
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
様
々
な

事
業
を
計
画
し
、
着
実
に
実
行
し

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
議
員

と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
対
話
と
協
調

の
ま
ち
づ
く
り
を
第
一
に
掲
げ
、

我
々
議
会
も
含
め
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
と
積
極
的
に
対
話
し
、
難

し
い
課
題
に
対
し
て
も
真
摯
に
対

応
し
て
き
た
姿
勢
は
政
治
家
と
し

て
立
派
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
町
政
運
営
の
成
果
と

次
期
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
町
長
を

経
験
し
て
リ
ー
ダ
ー
に
最
も
必
要

な
こ
と
は
何
か
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

私
も
、
今
年
で
81
歳
に

な
り
、
年
齢
と
体
力
を
考
慮
し
、

今
期
限
り
で
引
退
す
る
こ
と
を
決

断
し
ま
し
た
。
就
任
当
初
よ
り
、

対
話
と
協
調
の
ま
ち
づ
く
り
を
第

一
に
、
町
政
運
営
に
全
力
を
傾
注

し
て
き
ま
し
た
が
、
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
農
業
の
振
興
や
企

業
誘
致
、
教
育
施
設
の
整
備
も
現

在
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
私
が

目
指
し
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
に
一

定
の
道
筋
が
つ
い
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

新
た
な
発
想
と
実
行
力
、
強
い
意

思
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
私
は

リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
最
も
必
要
な

こ
と
は
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

議
員
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様
な
ど
、

多
く
の
方
々
と
対
話
を
す
る
過
程

町
政
運
営
に
つ
い
て

大久保　弘子議員

宮本　直志議員

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
前
倒
し
で

の
先
生
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
近
寄

ら
な
い
こ
と
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、

月
１
回
敷
地
内
の
建
物
等
の
安
全

点
検
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
引
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

・
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

・
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
に

つ
い
て
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を
常
に
忘
れ
ず
、
そ
の
う
え
で
、

冷
静
に
判
断
し
、
最
終
的
に
決
断

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
若
さ
と
活

力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
ス
ム
ー
ズ

に
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
、
最
後
で
最
大
の
使
命
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。

　

副
町
長
は
、
行
政
経
験
も
豊
富

で
実
行
力
も
あ
り
、
現
在
大
久
保

町
長
を
近
く
で
支
え
て
い
ま
す

が
、
今
後
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

副
町
長　

私
は
、
34
年
３
カ
月
間

に
わ
た
り
職
員
と
し
て
八
千
代
町

を
よ
り
良
い
誇
れ
る
町
に
し
た
い

　

現
在
、
高
齢
化
率
は
上
昇
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
介
護
の
需

要
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
介
護
の
体

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
介
護
予

防
事
業
へ
の
取
組
や
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私

が
実
施
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
理
解
が
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
低
い

よ
う
で
す
の
で
、
理
解
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
執
行
部
の

認
識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
現
場
に
外
国
人
が

参
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
約

83
％
の
方
が
賛
成
で
し
た
が
、
執

行
部
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提

供
す
る
仕
組
み
で
す
。
具
体
的
に

は
、
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
や
訪
問
介

護
や
通
所
介
護
・
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
強
化
、
在
宅
医

療
・
訪
問
看
護
な
ど
の
環
境
整
備
、

介
護
予
防
教
室
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
参
加
な
ど
介
護
予
防
の

推
進
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
で
す
。
当
町
に
お
い
て
は
、

在
宅
医
療
と
介
護
連
携
の
た
め
の

体
制
整
備
や
各
種
介
護
予
防
事
業

の
実
施
、
地
域
住
民
参
加
に
よ
る

生
活
支
援
の
体
制
整
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
方
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
周
知

徹
底
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民

の
方
に
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
現
場
で
の
外
国
人

活
用
に
つ
い
て
は
、
慢
性
的
な
介

護
の
人
材
不
足
を
鑑
み
る
と
、
今

後
は
各
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、

外
国
人
の
方
が
就
労
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
介
護
保
険
法
に

則
っ
た
上
で
行
わ
れ
る
介
護
事
業

で
あ
れ
ば
、
国
籍
を
問
う
必
要
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
が
目
前
と

な
り
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が

加
速
す
る
状
況
で
、
介
護
需
要
が

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

中山　勝三議員

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
能
力
に
応
じ
た

自
立
し
た
日
常
生
活
が
営
め
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
か
ら
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

の
負
担
を
訴
え
る
意
見
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
お
持
ち
か
お
伺
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
家
事
や
買
い
物
等
の
生

活
援
助
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

介
護
サ
ー
ビ
ス

等
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
が
決

定
す
る
介
護
報
酬
に
対
し
、
本
人

や
世
帯
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
１

割
か
ら
３
割
の
負
担
が
介
護
保
険

法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
場
合
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
軽
度
生
活

援
助
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
外

出
の
援
助
や
買
物
、
家
屋
内
の
整

理
整
頓
と
い
っ
た
日
常
生
活
上
の

援
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

と
考
え
、
努
力
し
、
光
栄
に
も
副

町
長
と
い
う
重
責
を
お
預
か
り
し

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に

八
千
代
町
を
夢
と
希
望
に
満
ち
た

ま
ち
に
す
る
た
め
、
９
月
14
日
を

も
っ
て
副
町
長
の
職
を
辞
し
、
町

長
選
挙
に
立
候
補
す
る
決
意
で

す
。
大
久
保
町
長
が
進
め
て
き
た

政
策
を
よ
り
大
き
く
育
て
て
い
き

た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

引退を表明した大久保町長

介 護医 療

住まい

生活支援・介護予防

地域包括ケアシステムのイメージ

介護ケア・
サービスの提供

通所・入院

通院・入院

地域包括支援センター
ケアマネージャー

医療ケア・
サービスの提供
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つ
い
て
は
、
当
初
の
計
画
を
上
回

ら
な
い
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

定
例
会
初
日
に
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
の
議

決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
私

は
適
正
規
模
で
議
会
の
承
認
を
い

た
だ
い
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

〇
町
長
の
告
訴
事
件
、
個
人
情
報

漏
え
い
及
び
給
与
、
退
職
金
に
つ

い
て

　

町
長
は
、
個
人
情
報
の
漏
え
い

は
一
切
な
い
と
一
貫
し
て
答
弁
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
個
人
情
報
の
漏
え

い
は
本
当
に
な
い
の
か
伺
い
ま

　

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
更
新
事

業
の
財
源
内
訳
は
、
起
債
が

６
億
８
０
０
万
円
、
基
金
を
含
む

一
般
財
源
が
３
億
８
千
２
０
０
万

円
、
国
か
ら
の
補
助
金
は
全
体
事

業
費
の
10
分
の
１
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

は
賛
成
の
立
場
で
あ
り
ま
す
が
、

少
子
化
が
進
み
児
童
が
減
少
す
る

こ
と
や
将
来
の
町
財
政
を
見
据

え
、
適
正
規
模
へ
縮
小
す
る
考
え

は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長　

施
設
の
規
模
に
つ
い

て
は
学
校
給
食
法
の
規
定
に
よ
る

学
校
給
食
実
施
基
準
で
規
定
さ
れ

て
お
り
、
適
正
規
模
で
の
施
設
計

画
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
施
設
計
を
策
定
す
る
際
に
も
、

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
配
慮

し
な
が
ら
、
無
駄
を
省
い
た
施
設

と
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
建
物
及
び
設
備
等
に 国府田　利明議員

※掲載記事は、小島議員本人からの寄稿によるものです。

約
11
億
円
を
要
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

　

副
町
長
が
６
月
議
会
に
お
い

て
、
体
調
不
良
で
入
院
し
、
議
会

を
欠
席
し
た
。
副
町
長
の
体
調
は

相
当
悪
い
の
で
は
と
聞
い
て
い
る

が
、
退
院
後
の
健
康
状
態
は
ど
う

な
の
か
。

副
町
長　

私
の
健
康
に
つ
い
て
、

皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
健
康

状
態
も
何
ら
問
題
も
な
く
、
医
師

か
ら
も
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

〇
副
町
長
を
町
長
に
し
た
い
理
由

に
つ
い
て

　

町
長
は
松
本
行
政
区
の
こ
と
を

考
え
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
副
町

長
と
水
垣
議
員
は
松
本
行
政
区
で

一
緒
の
行
政
区
で
あ
る
。
そ
の
二

人
が
立
候
補
す
る
こ
と
は
行
政
区

を
二
つ
に
分
か
れ
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。

　

町
長
は
平
成
31
年
２
月
８
日
に

任
期
満
了
と
な
れ
ば
一
町
民
で
あ

る
。
一
町
民
に
な
る
町
長
が
副
町

長
を
町
長
選
挙
に
立
候
補
さ
せ
た

い
理
由
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た

い
。

町　

長　

八
千
代
町
の
町
長
を
私

が
勝
手
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
立
候
補
に
つ
い
て
は

本
人
の
自
由
意
思
で
す
。

　

最
終
的
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
八
千
代
町
に
と
っ
て
最
も
ふ
さ

わ
し
い
方
を
選
挙
に
よ
っ
て
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
次
期
町
長
選
の
立
候
補
に
つ
い

て
　

水
垣
議
員
は
、
７
月
30
日
に
出

馬
表
明
を
し
て
い
る
。
副
町
長
も

町
長
選
に
立
候
補
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
正
式
に
出
馬
表
明
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。
政
治
家
は
自
分
の
強

い
意
志
と
決
断
力
が
求
め
ら
れ

る
。
二
人
が
立
候
補
す
れ
ば
松
本

行
政
区
を
は
じ
め
、
町
民
、
議
員

も
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

町
長
は
引
退
後
も
自
分
の
権
力

を
握
る
た
め
に
、
副
町
長
を
町
長

に
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

副
町
長
は
、
町
長
の
後
継
者
と
し

て
町
長
選
に
立
候
補
す
る
の
か
。

副
町
長　

現
在
、
私
は
、
副
町
長

と
し
て
町
長
を
お
支
え
し
て
い
る

立
場
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

大
久
保
司
町
長
が
進
め
て
き
た
政

策
を
よ
り
大
き
く
育
て
て
い
く
こ

と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
進
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
副
町
長
の
推
薦
人
に
つ
い
て

　

町
長
の
後
継
者
と
し
て
、
谷
中

副
町
長
を
町
長
に
立
候
補
さ
せ
る

と
い
う
噂
を
水
垣
議
員
は
耳
に
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
谷
中

副
町
長
の
副
町
長
就
任
人
事
案
が

議
会
に
提
案
さ
れ
た
際
に
推
薦
人

を
引
き
受
け
た
。
行
政
区
が
一
緒

で
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
水

垣
議
員
は
対
抗
馬
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
谷
中
副
町
長
に
義
理
を
通

し
た
の
で
あ
る
。

　

谷
中
副
町
長
は
義
理
と
恩
を
忘

れ
、
町
長
の
言
い
成
り
で
は
政
治

家
と
し
て
ゼ
ロ
で
あ
る
。
も
う
少

し
大
人
に
な
っ
て
自
分
の
意
志
を

通
す
べ
き
で
あ
る
。

副
町
長
の
健
康
に
つ
い
て

小島　由久議員
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昨
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

谷
中
副
町
長
の
人
事
案
件
が
上
程

さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
町
長
の

勧
め
だ
っ
た
の
か
、
谷
中
副
町
長

か
ら
希
望
し
た
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
私
は
そ
の
人
事
案
件

に
反
対
し
、
反
対
討
論
の
中
で
申

し
述
べ
た
が
、
十
数
人
の
先
輩
職

員
を
差
し
置
い
て
、
副
町
長
に
就

任
し
た
と
き
の
心
境
を
伺
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
水
垣
議
員
が
谷
中
副

町
長
を
誕
生
さ
せ
る
べ
く
推
薦
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
谷
中
副
町
長
が
依
頼

し
た
の
か
、
推
薦
人
で
あ
る
水
垣

議
員
か
ら
の
申
し
出
で
が
あ
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

副
町
長　

町
長
か
ら
副
町
長
指
名

の
打
診
が
あ
り
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
平
成
29
年

第
２
回
定
例
会
で
選
任
の
同
意
を

い
た
だ
き
、
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

心
境
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
も

年
上
の
職
員
の
皆
様
は
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、
皆
さ

ん
と
は
仲
間
意
識
で
一
体
と
な
っ

て
仕
事
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
推
薦
演
説
に
つ
き
ま
し

て
は
私
か
ら
お
願
い
し
た
次
第
で

す
。

　

昨
日
の
宮
本
議
員
が
行
っ
た
一

般
質
問
の
答
弁
の
中
で
、
副
町
長

を
辞
任
し
、
次
期
町
長
選
に
出
馬

す
る
と
の
意
向
を
表
明
し
た
わ
け

だ
が
、
昨
年
６
月
に
副
町
長
に
任

命
さ
れ
た
時
点
で
、
そ
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
。

副
町
長　

そ
の
当
時
は
、
そ
う
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
町
長
か
ら
も
打
診
が
あ
り
、

昨
年
と
は
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
、
ま
た
、
町
長

も
今
期
で
引
退
す
る
と
い
う
話
に

も
な
り
、
そ
の
上
で
熟
慮
し
た
結

果
で
す
。

副
町
長
の
職
務
に
つ
い
て

町
長
は
、
私
の
個
人
情
報
を
漏
ら

し
て
い
な
い
と
い
う
考
え
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

町　

長　

現
在
裁
判
中
で
す
の

で
、
答
弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
的
な
こ
と
で
す
が
、

議
員
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
起
訴

を
理
由
と
し
た
被
告
人
へ
の
不
利

益
な
対
応
は
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
基
本
的
人
権
の
侵
害
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
政

治
家
で
あ
る
議
員
に
お
か
れ
て

は
、
日
本
国
憲
法
に
あ
る
基
本
的

人
権
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
発

言
に
は
十
分
ご
留
意
願
い
ま
す
。

　

先
日
開
か
れ
た
第
４
回
公
判
に

お
い
て
、
町
長
は
漏
え
い
の
事
実

を
認
め
た
と
新
聞
報
道
さ
れ
た

が
、
そ
の
こ
と
に
間
違
い
は
な
い

の
か
。

町　

長　

現
在
裁
判
中
で
す
。
引

き
続
き
裁
判
を
通
じ
て
当
方
の
主

張
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大久保　敏夫議員

す
。

町　

長　

前
々
か
ら
無
実
に
な
る

ま
で
裁
判
で
闘
う
と
申
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
現
在
、
裁
判
中
で

す
の
で
、
裁
判
を
通
じ
て
私
の
主

張
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

給
与
や
退
職
金
は
適
切
に
処
理

し
て
あ
る
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
だ
け
の
事
件
を
起
こ
し

て
も
受
け
取
る
と
認
識
し
て
よ
ろ

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
給
与
を
返
上
す
る

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

ど
の
時
点
を
想
定
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

減
給
の
考
え
は
な
い
、

給
与
も
返
上
し
な
い
、
退
職
金
も

返
上
す
る
考
え
は
な
い
と
答
弁
し

た
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
前
回
あ

り
ま
し
た
給
与
を
返
上
す
る
と
い

う
の
は
、
刑
が
確
定
し
た
場
合
に

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
上
す
る
と

い
う
こ
と
を
言
っ
た
わ
け
で
す
の

で
、
刑
も
確
定
し
て
い
な
い
の
で

は
返
上
す
る
考
え
は
毛
頭
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
級
町
道
15
号
線
は
、
坂
東
市

を
通
り
圏
央
道
へ
と
通
じ
る
幹
線

道
路
で
あ
り
、
交
通
量
も
多
く
、

町
の
産
業
発
展
に
大
変
重
要
な
道

路
で
す
。
こ
の
路
線
が
整
備
さ
れ

れ
ば
、
安
静
畑
総
の
幹
線
道
路
か

ら
一
つ
の
道
路
で
坂
東
市
に
連
結

さ
れ
、
埼
玉
県
・
東
京
方
面
並
び

に
圏
央
道
へ
の
広
域
的
な
連
絡
道

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

で
は
一
日
で
も
早
い
工
事
着
工
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
橋
梁
新
設
を
伴
う
一

級
町
道
15
号
線
道
路
改
良
工
事
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

こ
の
道
路
整
備

事
業
は
、
平
成
16
年
に
橋
梁
の
新

設
及
び
安
静
畑
総
へ
の
接
続
道
路

建
設
に
つ
い
て
の
請
願
書
が
提
出

さ
れ
、
議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
事
業
に
着
手
す
る

一
級
町
道
15
号
線
道
路

改
良
工
事
に
つ
い
て

大久保　武議員
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運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
経
過
と
し
て

は
、
平
成
18
・
19
年
度
に
お
い
て
、

現
況
道
路
及
び
隣
接
の
土
地
の
地

形
を
確
認
す
る
た
め
、
東
仁
連
川

か
ら
飯
沼
川
ま
で
の
約
６
８
０
ｍ

の
平
面
測
量
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
26
年
度
ま
で
財
政

上
の
都
合
に
よ
り
休
止
し
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
に
事
業
を
再
開

し
、
橋
梁
の
概
略
設
計
を
実
施
し
、

道
路
改
良
平
面
計
画
図
を
作
成
し

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に
は
、
中

心
線
測
量
・
縦
断
測
量
・
横
断
測

量
等
の
路
線
測
量
を
実
施
し
、
平

成
29
年
度
に
地
盤
の
地
層
構
成
や

土
質
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
土

質
試
験
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
前
年
度
ま
で
の
業

務
成
果
資
料
を
基
に
橋
梁
の
架
橋

予
定
地
の
地
形
・
地
質
・
河
川
等

の
状
況
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を

行
い
、
構
造
性
・

施
工
性
・
経
済

性
・
維
持
管
理

等
の
総
合
的
な

観
点
か
ら
、
橋

梁
形
式
の
選
定

を
行
い
、
最
適

な
橋
梁
を
決
定

す
る
た
め
、
橋

梁
の
予
備
設
計

を
実
施
し
、
河

　

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
社
会
問

題
化
し
て
お
り
、
国
で
は
子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
法
を
制
定

し
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
当
町
で
は
対
象
者
を
ど
の

よ
う
な
基
準
で
判
断
し
、
実
態
把

握
を
し
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

し
て
、
現
金
給
付
に
児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
が
あ
り
ま
す
が
、

当
町
の
受
給
者
数
を
お
聞
き
し
ま

す
。

福
祉
保
健
部
長　

貧
困
世
帯
を

町
で
正
確
に
算
出
す
る
の
は
困

難
で
す
が
、
概
ね
世
帯
収
入
で

２
２
０
万
円
以
下
の
世
帯
を
貧
困

と
定
義
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
、
18

歳
未
満
の
児
童
が
い
る
世
帯
の
う

ち
、
世
帯
収
入
が
２
２
０
万
円
以

下
の
対
象
世
帯
は
１
６
１
世
帯
で

す
。

　

ま
た
、
当
町
で
の
児
童
手
当

受
給
者
は
９
月
１
日
現
在
で

１
千
４
７
５
人
、
児
童
扶
養
手

当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

１
８
５
人
で
す
。

　

貧
困
層
の
子
ど
も
は
思
考
力
や

判
断
力
等
を
育
成
す
る
上
で
、
学

習
機
会
や
体
験
活
動
、
文
化
に
触

れ
る
機
会
に
乏
し
く
、
教
育
格
差

が
将
来
の
所
得
格
差
に
結
び
付

き
、
貧
困
の
連
鎖
が
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
、

教
育
・
福
祉
の
面
に
お
い
て
、
貧

困
の
連
鎖
防
止
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

福
祉
保
健
部
長　

福
祉
の
面
で

は
、
県
が
実
施
主
体
で
生
活
困
窮

世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支

援
事
業
を
平
成
29
年
度
よ
り
開
始

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
生
活

保
護
受
給
世
帯
や
準
要
保
護
世
帯

な
ど
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
学

習
習
慣
・
生
活
習
慣
の
確
立
や
学

習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
学
習
支
援
を
実
施
す
る

も
の
で
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

に
、
中
央
公
民
館
を
会
場
と
し

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

増田　光利議員

て
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
実
施
し
て
お
り
、
平
成
30
年

７
月
末
現
在
の
登
録
人
数
は
11
名

で
す
。

教
育
次
長　

教
育
面
で
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、
所
得
要
件
等
が
あ
り
ま

す
が
、
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
は
、
町
立
小
中

学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
と
次
年
度
に
就
学
を
予
定
す

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
学
用
品
、
通
学
用

品
費
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
東
海
第
二
原
発
の
重
大
事
故
を

想
定
し
た
広
域
避
難
計
画
に
つ
い

て

早期着工が期待される一級町道 15 号線

子どもの貧困問題は深刻化している

川
管
理
者
で
あ
る
境
工
事
事
務
所

と
協
議
を
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は
橋
梁
の
予
備

設
計
で
決
定
さ
れ
た
橋
梁
形
式
の

基
本
計
画
及
び
設
計
条
件
に
基
づ

き
、
工
事
を
経
済
的
か
つ
合
理
的

に
施
工
す
る
た
め
、
橋
梁
の
詳
細

設
計
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

平
成
32
年
度
に
は
、
道
路
改
良

工
事
計
画
の
原
案
と
な
る
道
路
詳

細
設
計
を
実
施
し
、
平
成
33
年
度

に
道
路
拡
幅
の
用
地
取
得
に
伴
う

用
地
測
量
業
務
を
実
施
す
る
計
画

で
す
。

　

橋
梁
新
設
事
業
に
は
莫
大
な
事

業
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
る
の

で
、
国
・
県
の
関
係
機
関
と
協
議

し
、
国
庫
補
助
事
業
等
あ
ら
ゆ
る

方
策
を
活
用
し
た
中
で
、
町
の
財

政
負
担
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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第 69 回茨城県消防第 69 回茨城県消防
ポンプ操法競技大会ポンプ操法競技大会
県西地区大会県西地区大会
 八千代町消防団 八千代町消防団

      第５分団が第３位！第５分団が第３位！

　10月７日、常総市を会場に第 69
回茨城県消防ポンプ操法競技大会県
西地区大会が開催されました。
　八千代町消防団からは第５分団
（石塚大輔分団長）が出場し、昨年
に続き第３位に入賞しました。
　大会を終えて石塚分団長は「多く
の皆さまにサポートしていただき、
団員一丸となって大会に臨むことが
できました。４月から練習に励んで
きた選手たちは、見事な操法技術を
披露し、練習の成果を十分に発揮し
てくれました」と奮闘した選手たち
を労っていました。

指揮者　　内海　宏太
１番員　　飯山　翔平
２番員　　水垣　勇人
３番員　　松田　光正
４番員　　金子　慶太
補助員　　柴久喜　亮


